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1974年12月
第16次南極地域観測隊の出発にあた り
一第16次観 測隊の も くろみ－




総員40名の うち10名は夏隊員で 「ふ じ」で往復いた し
ます.海洋観測に従事する3名は早速採水 ・分析をは じ
め,東京へもどるまで継続いた します.暴 風圏で波 しぶ
きをあびなが らの作業はつらいものです.雪 氷学の研究




















「ふ じ」が氷縁に着 くのは例年通 り,年末であろうと
思われます.し か し,今年はボー リングのための時間を
できるだけ長 くとるために,ブ リンスオラフ海岸の露岩
の調査をあと廻 しに し,ともか く昭和基地への接近を急
ぐ所存であ ります.ま た,第16次観測の重点項 目であり
ます地球化学 ・生物学 ・医学3部 門協同の環境科学観測
の.一環,露 岩地帯の諸調査を充分に行な うために,空 輸
作業と平行 して,南 ラングホブデへ生物担当隊員を送 り
込みます.空輸が一段落 した時点で,地理 ・地質 ・測地
等の地学系の野外調査隊を,リ ュツオホルム湾の南の方






員に業務を引継いで逐次 「ふ じ」へ引揚げます.「ふ じ」
は2月 上旬の末頃昭和基地を離れ,プ リンスオラフ海岸
にある 「明るい岬」の調査,海洋観測などを行いなが ら









の測定と絶対測定.地 震観測.潮 汐観測.こ れらは一括
して地球物理観測と呼ばれてお ります.電離層の定時観










地図作 りのための 測量や航空写真撮影,航 空磁気測
量は常時行われるものではありませんが,国 際的にB本























来年11月中旬か ら再来年1月 中旬までと考えてお ります




























和基地を後に したやまと山脈調査隊4名 は,や まと山脈
を目指 して氷原を走行中みずほ観測拠点の南西約200kn
の地点で,大型雪上車605が故障 した.た だちにみずほ
観測拠点まで部品を取 りに戻 り,修理を完了 しだ もの
の,日程に約半月の遅れをみた.し か し,その後順調に
経過 して,11月24[.1にはやまと山脈A群南端にベースキ








て,整 備作業に入 りU月4日 には実に10か月ぶ りに懐か
しいエンジンの爆音が海氷上に響き,滑走路の整備がブ
ル ドーザー,雪 上車により開始された.7日 か ら慣熟飛
行に入 り,11日には1万 フィー トまでのテス ト飛行も行
われた.11月14日に出発 したみずほ交替使をサポー トし







㌃ 後 の 作 戦 の 遂1.」;こお お い に 自 信 を 得 た こ と で あ ろ う.
)tξ地 航 空 隊 は い.よい.よ活 動 を始 め た 、11月20日 照 有り1C
地 の 北 東80㎞ 、 ノ{陸の 露 岸 オ メ ガ岬 を 経 由;海氷 ヒ北 に 約
220㎞ま で1貞察 飛 行 に 飛 ん だ.大 陸 沿 岸 ぞ い に 冬の 問 に
1茂」.ミした'.・Li着オく':t.オメ:ゲ岨1の;iヒ65kmあた リ ノ)/iヒ;こ1:1・iij
水1(llが約20㎞ にLI/.)て開 け,そ の 北 に は1年 氷 が 大 き く
割 れ て.氷 盤 づ1,,!渡す;;戻りt・,'ごく流 氷.1[;:とな っ てL・る と 伝
え て き/.z,これ1.:「ふ じ」に は ⊥1'.kワノ)"一.,.一ス と して.
一±/る111}251i衷小 港 を 出 港 し た 第161久隆:よ[沼6ijlL地到 着
を1日 も11s・く 待 ら望 ん 『:fいる こ と で あ ろ う.
しか し.越 倒 語 が 始 ま っt.:と!1し1たら ミ㌧.1.`ll・1.ほi斐
(か と 吹 く隊 員 も.多い こ と だ ろ う が 、 「立 つ 几 あ と を 濁
さ..;1」と 培 地 の.]1.付:し:ぼち:;'ち始.ま る 頃 で.ある.1011
十 ば ま で に カ ン カ ン に}4iりつ い た 小 「1」1入り の1・.ラム 罐 は
36.ii:こ」重 した と い う..こ れ かt㌧1之`!;'ゴ:rとy;一:二:籍16;欠II蒙
;こ1.Vl甚ひ と つ な し・綺 麗 な|i[「{和lj1Lj也をiiPiり1度.言.べく.」 、り也
.'}請掃 に こ,忙い ・1[ご.{つ'..∫く 二.ヒで あ ろ う.
一第16次観測隊の 出発一
策16次 南 極 地 」或観 沮[豚 刎11合 デ リ1隊長 」艮 ド40名:ま,観
!t員1!亭i//「『t,じ」 て11.[」25iI(IJ)ノ「ltillt11:1is・.手}ヒ証F「本妻t/"t),4[!;[;巷
[}iiiff}カ"Lil.〔を5推オ/, -if各[[i「{和り山」也へ と|L'ijった.「.S・じ」;・とオ
・ース ト ラ/]アF)フ リ ー.・tントル を 経 て121J.ドiり氷 彗;こ 符
き.,　I　Jiヒf1」か ら2,1i仁fリま てll輸}差「ド榮 を;mじ.,V),{㍗」差
信 糠 の 建 設 作 裳.み ず ほ.観測 拠 点 で ノ)深層 掘 肖「],皇1〔空 写
!'('撮影 な ら びi:沿VFに お け る 調 合 等 多 く の 作 ㌢さが 行 り て
い る.な 才.i,越冬 隊30名 は 第15:欠h'Yiに・jiき続 き 環 境 科 ・.芦
総 合 研 究,地 学 総 合 調 査 をは じy),地 球 物 理 、 電 離 層.
城 壕,超 高 層 な ど の 観 測 お よ び 「や ま と 山 脈.「の 地 質 調
疏 と 限 石 の 調 査 等 多 くの 研 究 調 査 を 実 施 す るJン定 で あ る
ま た,第16次 隊 に1`iIt]'する ・i:[邨委U富[li哲 ノこ(;〕ij水産
大 学 長)は,11月27[1空 路 ク ラ で ス トーf.、・一 チ(二t,.一 ジ
ラ ン ド)に 向.っ た.同 地;こお い て 二..一 ジ ラ ン ドと ア メ
リ カ及 び メル ボ ル ンに お い て オ ー ス トラ リ ア の1有極 観 測
業 務 を 視 察 の う え,12月15日 フ:}一 ∵ ン1・t/レに お い て
「ふ じ」 に 乗 艦 の 予 定 で あ る 、
一 ドライバ レー掘削調 査一
1974午 ト.ラfバ レ ー 地 域 に 派 遣 さ れ る西1[r孝,{∫1[1燦11:
/"lj#「,」,jj!yi[i;よ101}1511出発,二"1一 ージ ラ ン;..i■辛(riilし、
10月2Uil暫樽{.・'クt'・'t－ド.1,Ll-Sui　iこ至li.?'{一し プこ.ξ屈肖11[‡マ ツマ
ー ト.ノ、;1:1こ'iド1「1.,t,こ二.一!、 ・・バ ーr:.10,t'j25[i7う・ll)好1.ま..フ
.・こ.「、],隊Uは10トJ31[1～11118[「二.一 ・・一 バ ー;こMII在
し,多 く の 標 ト を 集 め た.;日 二隊 か:提供 して い る 薄 ハ.製
作 機 は/7睾i,fL↓地v)地E・Ff・,P..};7実験 室 で は 大 変 ドi1.ばれ 使 用
さ れ て い る.ミ たX線 分F:i..装置:之㍑{障:した1ヅi呵lhil蒙員 の
努 力 で 修 復 さ れ 順 調 に 働 い て い る.
滞 イ[三が2か1」 以 ヒに な.ノ/:「トtli隊こtは現 地1〔.ノ亡気:こ"路!
して1『・るt=;、i,k':[1「;茱(tノ)街:`:享'ズ1:く11.;J151「・lr,N!:1され/"二.
う芹様 と と ミ)に徒1;冥福ttt茎斤1.〕た い と.[V.いま す ・
11月9[i沽 火[1[の二,ンフ「.く1「1が小1噴火 を した..・Yc[|ri.,ri
動 が 活 発 な 時 だ:ナに 、 神 沼,{丁 沢rll・1隊員 の 活 路!か 期 待 さ
れ る...二"/、は12り9[ili}/f,211Vll二.一 ジ ー ラ:"iこ
}II}([1した{麦,121」121|1こ.1'ク.ベー ト;、U也;こゴli]∬し1二.
当111F先所 の1;」・i]研究 員 鳥 居 刀1也(「'葉 工 ノく)1文びF|1栗
修(人1戎rl∫.人)も11tj28i1∵ク マ ー1,.}`CU也:こ}ll発L、」也
球 化 学 の 調iイfを担 当.}.る.
こ れ ら4名 フ.}隙目 ら あ わ た だ しい な が ら ら 佗気..:[',/l-,E
や 研 究 を開 始 した.
一第16次観測隊の家族会開かれる一
節16次 観 測 隊 の 冴n　.ul目の 家 族 去 力;,111j25日Uj)の
出 港 を!}{fに多 数 ノ)家1娼:集:)1Ul221i(金)ノ1叛 フ/]).ス
ホ テILで 開 か れ た.11.～iド間 あ る い は1か 年.1?の留 守 の 間
家51・ll川同 志 て.」`』絡 しあ っ た り.話 し合 え る 会 と し て 発 足
した も の で,午3「:d間 か れ る.P定 で あ る.家 族 会 」.乏;こは
星 合 隊 」.芝犬.「、.1、tili}土.2に:よ吉 川 ・}1]隊長 夫 ノ、が 選 ば れ,な
ご や か な 懇 、淡 の う ち}こ1繁しい ひ と と き を 過 ご しメこ.
ま た 研 究 所 か ら の 連 絡'}臼'(〔と して.寄 港 地 へ のF舐 の
出 し方,電 報 の 打 ち 方 、 給/ノ・の:受取 り 方..リミ済 組 合 の 利
f[i'亨;二つ い て の 話 が .ちっ た.
一3一
極 地 研 二
一大山助手オース トラリア南極観測隊参加一
オ ー ス トラ リア隊 へ は じめ て の交 換 科 学 者 と して,国
立 極 地 研 究 所 研 究 系 生 理 生 態 部 門 助 手 の 人 山佳 邦 氏 が 参
加 す る こ とに な り,去 る11月6日 羽 田空 港 を出 発 した.
当初,オ ー ス トラ リア隊 の砕 氷 船 「ネ ラ ダ ン」 は,11
月13日に メ ル ボ ル ンを 出港 す る予 定 で あ った が,急 に変
更 に な り,11月19日ニ ュ'一ジ ラ ン ドの リ トル5ン 港 を 出
港 した.最 初 の寄 港 は マ ック ォー リ一高 で,11月23日～
24日の わ ず か2日 間 滞 在 す るが,そ こで は 貴 重 な亜 南 極
圏 の 生 物 資 料 を採 集 した の ち,11月30日メ ル ボ ル ンに 帰
港 す る.「ネ ラ ダ ンJは メル ボ ル ンにお い て船 積 み を す ま
せ た の ち再 び 南極 に 向 うが,大 山氏 もこれ に 乗 り込 み,
モ ー ソ ン基 地 に 向 う.船 は モ ー ソ ン基 地 の沖 に12月27日
か ら1月2Uま で 滞在 す る が,そ の間 大 山氏 は モ ー ソ ン
基 地 を短 時 間 訪問 す る こ と もあ るが,そ の 後 デー ビス基
地 に1月7日 か ら12日まで滞 在 し,南 極 露 岩 地 域 及 び沿
岸 の生 物 調 査 に全 力 を そ そ ぐ.「 ネ ラ ダ ン」 は1975年1
月23日に フ リー マ ン トル に入 港 す るの で,こ れ を も って
大 山氏 は オ ー ス トラ リア隊 に お け る生 物 調 査 を終 了 す る




































































































































































































懸 架 装 硝!はフ レー ム 下 側 に 固定 され た 独 、hナで トハ ル
トゴム懸 架 方 式 で,こ の方 式 は 南 極 で は 初 め ての 試 み で
あ る が数 多 くの秀 れ た特 長 が あ り今 後 期 待 す る もの が あ
る.こ の 方)・L'はシ ャー シ ー フ レー ム に 固 定 され たiE]j形
の 角 パ イ フ 内 に 角 の 内辺 を対 角長 以 下 と す る四 角形 のサ
ス ペ ン シ 、,ンアー ム軸 を45°変 角 させ て角 ハ イ フ内 に 収
め アー ム軸 の一一辺 を底 辺 と す る三 角形 の 空 間 に コ.ム製 の
丸形 エ レメ ン ト(2三〇mm)を 圧 入 した も の で,こ れ に
よ る と鋼 製 の ス プ リ ング と弾 性特 性 が 異 り,不 整 地 に お
け る動 揺 の緩 和 に か な り効 果 が あ る,
腹 帯 は 角 型鋼 管 に よ って 構 成 した トラ ッ クプ レー トの
中 央 を駆 動 し,両 側 の キ ャ ン バ ス人 リ ゴム ペ ル トで連 結
した構 造 で 上面 に は 転 輪案 内 用 の ガイ ドを有 し,懸 架 ア
蕊 蠕 難 際 肋 ヤを飢 た解 ●







」陵大 積 載:ft　 l50kg
全rli2,160mm
履 帯 接 地 長2,040mm
最 低 地 ヒ高300mm
接 地 圧(空 車 時)O.066kg/cmZ(積載時)
3.性 能
最 高速 度35km/H登 坂 能 力25°
最 小 回 転,半径5,5m超 濠 能 力1m










浮 上型川 川 〔は葭子極地域観測隊が行う沿岸調査旅行で
軟弱な海氷 ヒを走行しなければならない事態に立ち至っ





永 川武 所 長 は 去 る11)j3H.!誹r}宮殿 に お い て栄 え あ
る 文1ヒ勲 章 を受 章 した.こ の 受f;そは 南 極 観 測 に携 わ る ノ、
々の 内 で初 め て の'拝で もあ り,南 極 観 測 事 業 が大 き く ク
ロー7t・ア ソ7さ れ,南 極に つ い て の よ り広 く,よ り多
くの理 解 を得 られ た も の と思 わ れ る.
永 川所 長 は地 球 磁 気 学,と くに 古 地 磁 気 学 の 創 設 者 と
して 世界 的 に 有 名 て'あり,火rli岩を用 い て地 磁 気 の 精 密
な 実験 測 定 を行 い熱 残 留磁 気 の 屯畳 性 の法 則 の発 見や,
地 磁 気 の 永{ド変 化 を明 らかに した.ま た極 微'・(の研 究 に
も意 欲 的 で,南 極地 域 観 測 の第1次 か ら第3次 まで の 隊
長 をつ とめ た.
研究所創立一周年
)「lfiff究.Fウ「も[1乍1仁91]29[1、極 地 石井究.ゼ ン タ ー カ・ら 発 厘乏
的 に 改 組 さ れ て[dft/15;{地研 究 所 と し.て発 足 し て か ら1周
fドを迎 え ,1記念 行 事 グ 去 る10月3日 に け わ れ た.
ま た,JE.ff・fc・7■を 不1」旧 してi}百ノくの たLl-)ボー リ ン グ ノく二さろ:
行 わ れ 隊 員 チ ー ム が 優 勝 した.






第15次 隊 月 例 報 告
〈49年9月 ・10月〉
9月 上 旬,天 候 も悪 くデ ポ旅 行 隊 帰 投,北 沿 岸 調 査 旅
行 隊 出 発 ・帰 投 とあ わ た だ しく過 ぎ去 り,10月に 入 りY
ル ー ト調 査 旅 行隊,沿 岸 調 査 旅 行隊 もそ れ ぞれ 出発.中
f1J両隊 共 そ れ ぞ れ 帰 投 した が,3011やまと 山脈 調 査 旅 後」:
隊 出発 に よ り基地 は 再 び 少 人数 の生 活 と な る.隊 員 の健
康 状 態 は.9月 に 軽 度 の肝 機能 障 害1名 で た 他は 全員 健
康 で あ る.
観 測 報 告
オ ー ロラ シ ー ズ ン最 後 に あ た り,極 光 活 動 も活 発 で あ
り,全 天 カ メ ラ撮 影,U視 観 測 は10月13日に終J'した.
地 磁 気観 測 は,昼 間 の コ ー ラス電 波 活 動 が 高 ま り方 探3
成 分 の磁 気 チ ー フ録 音 を開 始 した.気 象 概 況 に お い て は
9月 初 旬,10月 中旬 の 好天 を除 い ては,天 候 も悪 く短 周
期 で ブ リザ ー ドが 襲 来 し気温 は 高 めで あ っ た.
/lx:分!9月 ・・ 月1
平 均 　:xC温 一17.4℃-14℃
;月 最 高 気 温 一4.6℃-3.4℃
月 最 低 気 温 一34.4℃-29.4℃
.」J最 大 風 速131・2m/sec28・gm/secI
地 理 部|1'1では 束 オ ングル 鳥 膚沿 岸 測 深9月(10点)10月
(68点,継続 中)又,北 方 海 域 の 測 深(9/13-9f23の間)
現工経39°30'～東 経40°と南 緯68°45'～1起承268°55'Cこ囲 まれ
る 海 域 及 び天 測 岩一 た ま岬 沖5km海 域.測 深 数192点,
寸 ン グル海 峡 の深 ま りは と っつ き岨1沖か らや や浅 くな り
つ つdヒ{こイ申ISr:L・る.
設 営 報 告
燃料消費内訳
[メ: 分
普 通 軽 油
灯 油
　　　　　　　　　　 }Etk　1




発 電 機 関 係 で は65kVA発 電 機 モ ー ター,ベ ア リ ング
受la;に申}庵が発 生.車 輌 関 係 で は,サ ンダ ー コ.ソク ・ヌ
ナ ター ク,Yル ー ト:旅行 用li〔輌KD60雪」二軍,7,9Z・KC
20雪E車23り'整備,旅 行 準 備中 であ る,
通 信は1:般的 に まつ'まず 良好 であ り,10)il8[i「ふ じ」
とテ ス ト交 信 した.通 信 施 設 と して(.㌧内国生ll[、考査 旅 行用
と して サ ング ー コ ッ クヌ ナ ター ク向 け及 びや まと 山脈 向
け σ)インバ ー テ ッ1・',V型空ll1線21`Lを昭 和 張地 に,Riii11
した,
その ほ か は 順 調 に 経過 して い る.
7
極 地 研 ニ ュ ー ス
〈新着図書案内〉
「極北に駆ける」 植村直己著








してここに住むエスキモーは,文 明化 したアラスカ ・エ
スキモーやカナダ ・エスキモーとちがい,冬には犬ぞり
を走 らせ,モ リを持ってアザラシやセイウチを追 う狩猟









人 として落ちつ くまでが,エ スキモーの食生活,狩 猟生
活,　sex観などをおりまぜて描かれている.









雛 篇 躍 ㌫ ㍍;畠繍 ‡聾鑑}1●
ル に 富 ん で い る.
著 者 は本rpll月22日,グリー ンラ ン ドか ら北 極 海,カ
ナ ダ をへ て,ペ ー リ ング海 峡 ま で,12,000キロの犬 ぞ り
旅行 に 挑戦 す る た め,空 路 コ ペ ンハ ー ゲ ンに 向 か って 旅
立 った.こ れ が達 成 され れ ば,彼 の 南 極 横 断 の 夢 も,い
よい よ具 体 的 に な る だろ う.〔1974.年文 芸 春 秋 社 発 行〕

























氷山は棚氷や氷河か ら分裂 したのち,そ の吃水が深い
ために風の力の影響が小 さく表面海流にのって流れる.
北極海ではおおよそ東から西へと時計回 りに1日 数キロ




動の場か ら遠 く離れているため,氷 山が柳水から分離す
る状況を観察 した人は殆んどいない.ま た氷山の漂流な
ど,ま だ未解決の問題が多 く近年,人 工衛星からの遠隔
測定によってこれらの問題が解明されつつある.
UlaVla°.・1.・「° 'w`"`Ukla.lj㌔Lus～ ♂la　 　　 回、h㌧LLL　 、
一8
